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 資料 ２  

 

「水環境保全に関する取組」における取組推進に向けた指標 

 

・公共用水域及び地下水の水質汚濁に係る環境基準の維持・達成状況 
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湖沼の全窒素・
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1）河川はＢＯＤ、湖沼及び海域はＣＯＤである。 
2）達成率（％）＝（達成水域数／類型指定水域数）×１００ 

1）数値は全窒素と全燐それぞれについて、全燐濃度の年間平均値で、各環境基準点の 
 年間平均値の、全地点での平均を算出したもの。 
2)対象水域数は全窒素と全燐で異なる。 
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1）数値は全窒素及び全燐それぞれについて、環境基準を満足している水域の割合。 
2)海域については、全窒素のみ又は全燐のみ環境基準を適用する水域はない。 

1）数値は概況調査の調査結果における、地下水の水質汚濁に係る環境基準の超過率。 
2）超過率とは、全調査井戸数のうち、何らかの項目で環境基準を超過した井戸数の割合。 
3）年度によって調査対象の井戸が異なるため、単純比較できないことに留意する必要がある

。 
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・環境保全上健全な水循環の構築に関する計画ごとにおける作成・改定数 
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硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 ふっ素

ほう素 塩化ビニルモノマー

1,2-ジクロロエチレン 1,4-ジオキサン

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

20
09

20
10

20
11

20
12

超
過

率
（
％

）

年度

環境保全上健全な水循環の構築に関する

計画ごとにおける作成・改定数（率）

無回答

対策が必要な状況にない

必要な施策を何も実施しておら

ず、検討中のものもない

必要な施策を何も実施していな

いが、検討中のものはある

必要な施策は一部実施してい

る

すべて実施している

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 

砒素 

1）数値は概況調査の調査結果における、地下水の水質汚濁に係る環境基準の超過率。 
2）超過率とは、調査数に対する超過数（測定当時の基準を超過した井戸の数）の割合である。 
3）塩化ビニルモノマー、1,2-ジクロロエチレン、1,4-ジオキサンは、平成 21 年 11 月に環境基準に追加。 
4）年度によって調査対象の井戸が異なるため、単純比較できないことに留意する必要がある。 
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・水質等のモニタリング地点 
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汚染井戸周辺地区調査

継続監視調査または定期モニタリング調査

1）生活環境項目は、BOD 等 7 項目、全窒素及び全燐、全亜鉛（水生生物）について測定し 
 た地点数の合計値。 
2)BOD 等 7 項目について測定した地点数と全窒素及び全燐について測定した地点通に 
 は重複がある。ここで示している生活環境項目の地点数は、各項目について測定した 
 地点数の単純合計（のべ地点数）ではない。 

1） 定期モニタリング調査は平成 21 年度より継続監視調査へ調査区分が変更となった。 
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・湧水の把握件数 

 
 

・全国水生生物調査の参加人数 
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・ホタレンジャーへの応募数 

 

・森林面積（育成単層林、育成複層林、天然生林） 
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1)各年とも 3 月 31 日現在の数値である。 
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・保安林面積 

 

 

・生態系の保全の観点から田園自然環境の創造に着手した地域数 
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1)各年度現在 

1）平成 24 年度は、「農業生産基盤の整備において農村環境の創造に着手した地域の数」 
 という項目で集計を行っている。  
2）地域数は、水環境の整備に限ったものではなく、景観に配慮した整備等何らかの整備を 
 行った全体の地域数であるという点に留意が必要。 
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・地域協同により農地周りの水環境の保全管理を行う面積 

 

・再生水の利用量 

 
 

・弾力的管理を行うダム数 
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1）取組面積は、道府県別面積の小数点以下を四捨五入し、合計したもの。  
2）平成 23 年度取組状況は、平成 24 年 5 月 31 日現在で取りまとめた数値。  
3）取組面積は、水環境の整備に限ったものではなく、農道等の整備も含む何らかの整備を 
 行った農地エリア全体の面積であるという点に留意が必要。 
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・雨水貯留浸透施設の設置数 

1)平成 23 年度末で、全国で約 1,800 の建築物に雨水利用施設が導入され、雨水利用量は約 800 万

m3である。 

2)雨水貯留施設の調査のとりまとめの最新は平成25年度末。 

  設置数  H23 約 1,800 → H25 約 1,900施設 

  雨水利用量  H23 約 800万 m3  → H25 約 800m3 

 

・都市域における水と緑の面的な確保状況を示す指標 
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・主要な閉鎖性水域における汚濁負荷量 
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１）COD、T-N、T-P は環境基準点の年間平均値の全地点平均値 
２）霞ヶ浦の環境基準点は西浦 4 地点、北浦 2 地点（Ｈ23 時点） 
３）琵琶湖の環境基準点は COD 北湖 4 地点、南湖 4 地点、T-N、T-P は北湖 3 地点、南湖 1 地点（Ｈ23 時点） 
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瀬戸内海

伊勢湾

出典）発生負荷量管理等調査（環境省）及び関係都府県による水系結果 
備考）窒素・りんの S54～H6（点線の棒グラフ）は関係都府県による推計値、グラフ右端の H21、H26 は目標値。 
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・廃棄物の海洋投入処分量 
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水底土砂

一般廃棄物

産業廃棄物

1)一般廃棄物の海洋投入処分は、平成 19 年 4 月 1 日より禁止されている。 
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・主要な閉鎖性海域の干潟・藻場面積 

 

 

・里海づくりの取組箇所数 

 H22 H26 

里海づくりの取組箇所数 123件 217件 

 

  

1989 1990
1991
～

1995
1996

1997
～

1999
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

干潟面積 1686 1805
藻場面積 954 1194
干潟面積 16 16
藻場面積 1074 794
干潟面積 59 59
藻場面積 3987 3987
藻場造成面積 0.1 0.2 0.3 0.5 0.7 0.8 0.8 0.9 0.9 0.9
干潟面積 2083 2062 1783
藻場面積 956 859 991

藻場面積 8279 3612 6748 235 2548

干潟面積 2.0  79 73

藻場面積 287 37 289 290 336 338 345 345 349 354 356 360 361 362

干潟面積 69 135 135 126

藻場面積 1654 1202 1267 1372

干潟面積 87 94  118

藻場面積 1224 1205
干潟面積 566 566 527
藻場面積 934 883 1397
干潟面積 1024 1068 1186
藻場面積 2059 1842
干潟面積 2361 2815 2987
藻場面積 7681 5421
干潟面積 124 192

藻場面積
上段：播磨灘
下段：紀伊水道 476 233
干潟面積 977 901 698
藻場面積 1767 1195 2398
干潟面積   706 827 781

藻場面積 6208 1698
干潟面積  4,156 4324 1665
藻場面積 5236 3909
干潟面積  4,046 3729 3638
藻場面積 3990 3990

　各都府県共通出典資料

1989：第4回自然環境保全基礎調査（H6・環境庁）

1996：第5回自然環境保全基礎調査（H10・環境庁）

2007：平成18年度瀬戸内海干潟実態調査報告書(H19・環境省）

千葉県

東京都

神奈川県

愛知県

三重県

干潟面積    962  1268

大阪府

1100934

山口県

兵庫県 未調査

和歌山県
約72

岡山県

広島県

徳島県 未調査45 64

大分県

香川県

愛媛県

福岡県



14 

 

 

・全国の地盤沈下地域の面積 

 

 

・地中熱ヒートポンプシステムの年間及び累計設置件数 
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1）H23 年度は東北地方太平洋沖地震による影響があると考えられる地域の地盤沈下面 
 積が含まれている。 


